
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
か
せ
ん
む
す
め
は
な
く
ら
べ
』
に
つ
い
て

山

下

則

子

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

娘
評
判
記
／
山
中
共
古
旧
蔵
／
京
都
茶
屋
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『
か
せ
ん
む
す
め
は
な
く
ら
べ
』
と
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
一
枚
刷
他
貼
込

帖
（
仮
題
）』（
請
求
番
号　

ヤ
９
‐
500
‐
１
〜
２
）
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
新
出
資
料

で
あ
る
。
安
永
期
頃
の
京
都
在
三
十
六
人
の
娘
評
判
記
と
思
わ
れ
、
外
題
の
「
か
せ

ん
」
と
は
そ
の
評
す
る
娘
の
人
数
三
十
六
人
を
、三
十
六
歌
仙
に
擬
え
た
こ
と
に
拠
る
。

故
に
「
か
せ
ん
む
す
め
は
な
く
ら
べ
」
は
「
歌
仙
娘
花
競
」
と
漢
字
を
あ
て
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。
な
お
、当
該
資
料
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
『
一
枚
刷
他
貼
込
帖
』
に
は
、

「
山
中
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
山
中
共
古
の
旧
蔵
資
料
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

以
下
『
か
せ
ん
む
す
め
は
な
く
ら
べ
』（
以
後
「
歌
仙
娘
花
競
」
と
表
記
す
る
）  

に

つ
い
て
、
次
の
項
目
に
従
っ
て
述
べ
る
。

　
　
　
　

一
、
書
誌

　
　
　
　

二
、
考
察

　
　
　
　

三
、
翻
刻
・
写
真
版

　
　
　
　
一
、
書
誌

【
外
題
】
―
か
せ
ん
む
す
め
は
な
く
ら
べ

【
内
題
】
―
な
し

【
表
紙
】
―
縦
十
三
．
七
㎝
×
横
十
九
．
一
㎝　

横
本
、
本
文
共
紙
、
手
彩
色
。

　

な
お
本
書
裏
表
紙
に
は
、
封
じ
紙
と
思
わ
れ
る
朱
色
の
小
さ
い
紙
が
版
心
中
央
部

に
残
る
（
写
真
版
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
封
じ
紙
は
、
娘
評
判
記
類
に
付
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
娘
評
判
記
『
評
判
娘
名
寄
草
』

の
蜀
山
人
識
語
に
、「
そ
の
比
封
じ
て
ひ
さ
き
し
を
予
か
家
に
も
求
め
置
り
評
判
娘
名

寄
草
と
い
ふ
標
題
ば
か
り
青
く
板
に
て
す
り
た
り
き
」
と
あ
る
傍
線
部
分
―
封
じ
て

売
っ
て
い
た
―
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、こ
の
蜀
山
人
識
語
を
『
洒
落
本
大
成
』

第
四
巻
（
昭
和
五
十
四
年
刊
）
解
題
で
、
中
野
三
敏
氏
は
「
即
ち
か
か
る
類
の
も
の

は
大
方
写
本
で
、
表
紙
に
外
題
の
み
刷
り
つ
け
て
売
り
歩
い
た
も
の
ら
し
い
」
と
し

て
い
る
が
、
同
巻
所
収
の
芸
子
評
判
記
『
あ
づ
ま
の
花
』
解
題
で
中
野
氏
も
「
本
書

は
れ
っ
き
と
し
た
板
本
で
、
縦
小
本
一
冊
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
洒
落
本
と
の
近
似
を
よ
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り
強
く
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
『
歌
仙
娘
花
競
』
も
板
本

で
あ
る
。

【
丁
数
】
―
三
丁
。

【
本
文
匡
郭
】
―
縦
十
二
．
五
㎝
×
横
十
七
．
四
㎝　
　
　

【
版
心
】
―　
　

一　
　
　
　
　
　

▲     （
丁
付
け　

一
～
三
、
終
）

【
刊
年
】
―
未
詳
。
本
資
料
と
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
『
嶋
原
燈
籠
番
付
』
は
「
安

永
九
年
子
の
七
月
十
五
日
よ
り
福
井
平
右
衛
門
板
」
と
あ
り
、
本
書
も
恐
ら
く
安
永

期（
一
七
七
二
～
一
七
八
〇
）頃
の
板
行
と
思
わ
れ
る
。
な
お「
福
居
平
右
衛
門
」は
、『
近

世
書
林
板
元
総
覧
』（
井
上
隆
明
、
日
本
書
誌
学
大
系
76
、
平
成
十
年
刊
）
に
、
享
保

期
か
ら
京
都
で
正
本
を
扱
っ
た
板
元
と
さ
れ
て
い
る
。

【
板
元
】
―
未
詳
。

【
備
考
】
―
『
歌
仙
娘
花
競
』
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
『
一
枚
刷
他
貼
込
帖
（
仮
題
）』

に
は
、「
山
中
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
（
写
真
版
①
②
参
照
）。
こ
の
蔵
書
印
と
全

く
同
型
の
蔵
書
印
は
国
文
学
研
究
資
料
館
HP「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」に
載
ら
な
い
。

即
ち
『
近
代
蔵
書
印
譜
』
初
編
（
中
野
三
敏
、
日
本
書
誌
学
大
系
41
、
昭
和
五
十
九

年
刊
）、『
蔵
書
名
印
譜
』
第
二
輯
（
朝
倉
治
彦
編
、
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
改

訂
新
版
）
に
載
ら
な
い
。
ま
た
、『
増
訂
新
編
蔵
書
印
譜
』（
後
藤
憲
二
、
渡
辺
守
邦
、

日
本
書
誌
学
大
系
103
、
平
成
二
十
六
年
刊
）
に
も
同
型
の
蔵
書
印
は
所
載
さ
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
貼
り
込
み
帖
の
内
容
（
珍
し
い
近
世
中
期
の
見
世
物
や
演
劇

の
番
付
類
、
古
銭
等
）
か
ら
、
民
俗
学
研
究
者
で
あ
っ
た
山
中
共
古
の
旧
蔵
と
推
測

さ
れ
、
山
中
共
古
の
蔵
書
印
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
（
注
１
）。

　
　
　
　
二
、
考
察

  

本
書
『
歌
仙
娘
花
競
』
の
内
容
は
、
位
付
け
、
住
所
、
女
性
の
名
前
、
そ
の
女
性
の

名
前
や
店
名
を
詠
み

込
ん
だ
発
句
か
ら
成

る
。位
付
け
は
全
て「
大

極
上
々
吉
」
で
あ
り
、

住
所
は
京
都
の
四
条

通
り
か
ら
二
条
通
り

ま
で
（
南
北
）、
富
小

路
通
り
か
ら
堀
川
通

り
ま
で
（
東
西
）
で
あ

り
、
そ
の
地
域
に
比
較

的
偏
在
す
る
こ
と
無

く
存
在
し
て
い
る
（
地

図
の
〇
印
参
照
、
注

２
）。

　

店
名
は
、「
白
木
屋
」

「
伊
勢
屋
」「
重
井
筒

屋
」「
筒
井
筒
」（
計
三

句
）「
信
濃
屋
」「
漆
屋
」

「
丹
後
屋
」「
菊
屋
」「
桔
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梗
屋
」「
ま
す
屋
」「
越
後
屋
」（
計
二
句
）「
嶋
屋
」「
ひ
ら
か
な
屋
」「
亀
屋
」「
鴈
金
屋
」

「
実
播
磨
屋
」「
槌
屋
」「
春
雨
屋
」「
河
内
屋
」「
橘
屋
」「
吉
野
屋
」「
こ
め
屋
」
な
ど

が
句
の
中
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
句
の
中
に
は
、「
薄
化
粧
」「
千
切（
ち
ぎ
り
）」

「
婚
礼
」「
契
り
」「
新
枕
」「
女
夫
鴉
」「
逢
ふ
」「
衣
を
脱
ぐ
」「
暮
を
待
つ
」「
睦
言
」「
も

つ
れ
合
ふ
」
な
ど
の
語
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
書
『
歌
仙
娘
花
競
』
は
、
京
都
の
四
条
通
り
か
ら
二
条

通
り
ま
で
、
富
小
路
通
り
か
ら
堀
川
通
り
ま
で
に
存
在
し
た
茶
屋
の
娘
評
判
記
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
れ
は
水
茶
屋
に
対
し
て
、
所
謂
色
茶
屋
と
通
称
さ
れ
た
類

い
の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
の
京
都
色
茶
屋
に
関
す
る
先
行
研
究
は
ほ
と
ん

ど
存
在
し
な
い
。
元
禄
期
に
頂
点
に
達
し
た
公
許
の
傾
城
町
島
原
が
、
早
く
も
享
保

期
に
は
衰
退
し
、
北
野
・
祇
園
・
八
坂
・
清
水
と
い
っ
た
地
域
に
茶
屋
が
軒
を
並
べ

て
い
た
こ
と
、
特
に
鴨
川
沿
岸
の
開
発
に
と
も
な
っ
て
造
成
さ
れ
た
新
地
が
新
た
な

遊
興
の
場
所
と
し
て
繁
栄
し
た
こ
と
、
幕
府
が
島
原
を
優
位
に
保
と
う
と
し
て
何
度

も
取
り
締
ま
り
対
策
を
講
じ
た
こ
と
な
ど
は
『
京
都
の
歴
史
６　

伝
統
の
定
着
』（
京

都
市
編　

学
芸
書
林　

昭
和
四
十
八
年
刊
）
に
概
説
さ
れ
る
。
し
か
し
特
に
通
史
的

観
点
か
ら
こ
れ
ら
を
解
明
し
た
も
の
は
少
な
い
が
、
守
屋
毅た

け
し

氏
『
京
の
町
人
―
近
世

都
市
生
活
史
』（
教
育
社
歴
史
新
書
107
、
昭
和
五
十
五
年
刊
）
の
「
四　

遊
里
の
変
遷
」

が
元
禄
期
か
ら
寛
政
期
の
京
都
遊
里
に
通
史
的
展
望
を
与
え
て
い
る
。

　

色
茶
屋
の
詳
細
な
記
述
な
ど
は
洒
落
本
に
散
見
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
京
都
色
茶
屋

の
殷
賑
は
、
洒
落
本
流
行
よ
り
も
遡
る
こ
と
甚
だ
し
い
。
洒
落
本
の
鼻
祖
と
さ
れ
る

『
両り

ょ
う
は巴
巵し

言げ
ん

』
刊
行
の
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
よ
り
も
六
十
年
近
く
以
前
の
寛
文

十
年
（
一
六
七
〇
）
に
、
既
に
「
右
茶
立
女
猥
之
由
詮
議
之
上
遊
女
召
置
候
茶
屋
御

仕
置
ニ
申
付
ら
れ
候
」（
注
３
）
と
、
色
茶
屋
へ
の
度
々
の
取
り
締
ま
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
盛
行
ぶ
り
を
物
語
る
。『
洒
落
本
大
成
』
第
二
十
四
巻
の
付
録

（
昭
和
六
十
年
十
一
月
刊
）「
茶
屋
・
呼
屋
・
置
屋
（
京
）」
で
の
中
村
幸
彦
氏
解
説
は
、

短
文
な
が
ら
京
都
の
茶
屋
文
化
の
広
大
さ
と
複
雑
さ
を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
る
も
の
で
あ

る
。
氏
は
、
天
明
期
以
前
か
ら
西
の
島
原
よ
り
も
河
東
の
花
街
が
好
ま
れ
繁
盛
し
た

結
果
と
し
て
、
茶
屋
が
立
派
に
な
り
、「
青ち

や
や楼
」「
青
楼
遊
」
と
の
文
字
が
天
明
期
洒

落
本
に
見
え
る
と
指
摘
し
、
茶
屋
に
は
「
大お

ほ
ち
や
や楼
」「
小こ

ち
や
や楼
」
の
別
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　

洒
落
本
中
の
茶
屋
及
び
そ
こ
に
従
事
す
る
女
性
達
は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。

宝
暦
初
年
頃
（
一
七
五
一
～
五
五
頃
）
刊
行
の
洒
落
本
『
本
朝
色
鑑
』（
小
野
必
大
著

『
本
朝
食
鑑
』
元
禄
八
年
・
一
六
九
五
・
刊
の
も
じ
り
）
に
は
、
色
茶
屋
の
娘
に
関
す

る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
書
き
下
し
文
に
し
て
引
用
す
る
。

　

〇
茶
立
女　

或
は
見
世
附
茶
屋
女

…
茶
屋
一
店
に
二
人
を
限
る
也
。
古
代
の
憲を

き
て法
也
。
今
二
人
に
限
ら
ず
、
五
六
人
、

七
八
人
、
茶
店
に
よ
り
て
増
減
有
り
。
頗
る
京
師
処
々
に
有
り
。
最
も
石
垣
町
縄

手
に
多
し
。
風
俗
も
亦
縄
手
石
垣
を
以
て
見
世
附
の
最
上
と
為
す
。
七
條
新
地
藪

の
下
、
北
野
八
軒
、
清
水
坂
、
頂
妙
寺
新
地
、
高
台
寺
門
前
之
に
次
ぐ
。
夜
々
店

に
居
り
人
を
招
く
に
「
為を

は
い
り
な
ん
せ

奈
御
這
入 

為を
は
な
ん
せ

奈
御
入
」
の
言
語
有
り
。
深
更
に
及
ぶ
と

雖
も
、
客
至
ら
ざ
れ
ば
、
店
を
引
く
こ
と
能
ず
。
以
て
行
燈
を
高
く
燈
火
を
点
し
、

則
ち
人
に
風
俗
を
看
す
る
。
客
則
ち
此
の
軒
に
行は

い
く
わ
い廻
し
、
意
に
応
ず
る
を
以
て
、

乃い
ま
し

入
て
之
に
婬
す
。
…

　

即
ち
宝
暦
期
に
は
、
既
に
鴨
川
東
側
の
二
条
か
ら
五
条
ま
で
を
中
心
に
、
色
茶
屋

が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
群
小
の
茶
屋
の
燈
火
の
下
、
店
附
き
茶
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屋
女
達
が
深
更
に
及
ぶ
ま
で
客
引
き
を
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
立

派
な
茶
屋
の
様
子
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
刊
の
洒
落
本
『
徒
然
睟す

い

か
川
』（
艶

好
法
師
〈
西
村
定
雅
〉
著
、
耳
鳥
斎
画
）
に
描
か
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
月
見
る
に
こ

そ
な
く
さ
む
も
の
な
れ
。
あ
る
人
の
茶
屋
ば
か
り
お
も
し
ろ
き
も
の
は
あ
ら
し
と
い
ひ

し
に
…
総
て
睟
と
い
ふ
も
の
は
茶
屋
遣
ひ
を
す
る
が
睟
に
も
あ
ら
ね
ど
、
ま
づ
茶
屋

と
い
ふ
物
が
、心
を
や
は
ら
げ
人
情
を
し
る
物
ゆ
へ
、茶
屋
狂
ひ
に
睟
の
名
有
…
」
と
、

京
都
で
の「
粋
」と
は「
大お

ほ
ち
や
や楼
」で
の
茶
屋
遊
び
か
ら
生
ま
れ
た
美
意
識
で
あ
る
と
す
る
。

享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
刊
の
洒
落
本
『
嘘
之
川
』
に
描
写
さ
れ
る
「
小こ

ち
や
や楼
」
は
、
一

間
半
の
張
出
格
子
、
一
階
に
火
の
気
の
な
い
台
所
と
一
室
、
二
階
に
一
室
と
三
畳
間
が

あ
り
、
仲
居
と
花
車
と
雑
用
係
の
少
女
が
居
て
、
客
は
二
階
の
一
室
で
食
事
を
し
娼

妓
の
到
着
を
待
つ
。
外
か
ら
娼
妓
と
そ
の
妹
分
が
呼
ば
れ
て
来
る
、
と
い
う
規
模
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
粋
な
ど
の
美
意
識
と
は
程
遠
い
、
最
も
賤
小
狭
隘
な
色

茶
屋
に
つ
い
て
は
、『
鴨お

う
と
う
し
い
じ
ざ
つ
し

東
四
時
雑
詞
』（
文
政
九
年
・
一
八
二
六
・
刊
、
画
餅
居
士
著
、

綾
洲
山
人
増
注
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
書
き
下
し
文
に
し
て
引
用
す
る
。

楼
館
最
も
賤
小
狭
隘
な
る
者
、門
に
入
れ
は
則
厨
竈
有
。
其
甚
き
者
、一
室
一
厨
楼
、 

梯
其
間
に
在
り
。
客
多
く
は
弦
歌
盃
酒
を
須も

ち

ひ
ず
。
只
枕
席
之
歓
を
買
う
而
巳
。 

凡
そ
諸
楼
館
厨
中
皆
八
方
燈
を
懸
く
。

　

そ
し
て
、
曲
亭
馬
琴
が
『
羈
旅
漫
録
』（
享
和
二
年
・
一
八
〇
二
・
刊
）
に
「
凡
洛

中
半
は
皆
妓
院
な
り
。
京
の
節
倹
な
る
人
気
に
て
、
か
く
多
き
遊
の
そ
れ
〴
〵
に
世

わ
た
り
す
る
こ
と
、
第
一
の
ふ
し
ぎ
也
。
客
は
春
他
国
の
人
三
分
二
、
地
の
人
三
分
一

也
。
秋
よ
り
冬
の
う
ち
は
、
地
の
人
三
分
二
、
旅
人
三
分
一
な
り
と
云
。
故
に
秋
冬

は
さ
み
〳
〵
し
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
京
都
色
茶
屋
の
繁
盛
は
、
古
く

か
ら
の
観
光
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
つ
の
理
由
と
し
て
い
る
。

　

本
書
『
歌
仙
娘
花
競
』
が
ど
の
程
度
の
茶
屋
の
茶
立
女
を
評
し
た
も
の
で
あ
る
の

か
は
未
詳
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
あ
ま
り
大
き
く
は
な
い
色
茶
屋
の
、
店
附
き
茶
屋
女

の
評
判
記
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
し
か
し
本
書
が
対
象
と
す
る
色
茶
屋
は
、
鴨

川
東
の
地
で
は
な
い
、
富
小
路
通
り
か
ら
堀
川
通
り
、
四
条
通
り
か
ら
二
条
通
り
ま

で
の
地
域
に
存
在
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
更
に
本
書
『
歌
仙
娘
花
競
』
が
洒

落
本
で
は
な
く
、
役
者
評
判
記
位
付
け
の
形
式
の
茶
屋
娘
評
判
記
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
娘
評
判
記
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　
『
江
戸
名
物
評
判
記
案
内
』（
中
野
三
敏
、
昭
和
六
十
年
刊
、
岩
波
新
書
）「
第
三
章　

名
物
評
判
記
の
沿
革
」
中
の
名
物
評
判
記
一
覧
に
あ
る
娘
・
女
房
類
の
評
判
は
、
宝

暦
九
（
一
七
五
九
）
年
成
立
の
役
者
女
房
評
判
記
『
女め

意い

亭て

有う
ば
な
し噺
』
を
そ
の
嚆
矢
と

す
る
。
そ
し
て
書
誌
で
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
水
茶
屋

の
娘
評
判
記
が
江
戸
で
流
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
を
、
中
野
氏
は
茶
屋

娘
評
判
記
『
江
戸
評
判
娘
揃
』
の
中
の
文
章
を
引
い
て
、
鈴
木
春
信
画
一
枚
刷
り
錦

絵
の
流
行
が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
本
書
『
歌
仙
娘
花
競
』
は
安
永
頃
に

京
都
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
江
戸
水
茶
屋
の
娘
評
判
記
流
行
か
ら
の
影
響

を
受
け
て
成
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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三
、
翻
刻
・
写
真
版

【
翻
刻
】

 （
表
紙
）
か
せ
ん
む
す
め
は
な
く
ら
べ

（
一
ウ
）		



三
条
東
洞
院
辺

	

大
極
上
々
吉		



お
は
な

 		


袖
覆
ふ
高
宮
し
ま
の
花
こ
ゝ
ろ

			




六
角
堺
町
辺

	

同			




お
ん
め

		


薄
化
粧
白
き
や
一
つ
闇
の
梅

			




西
洞
院
二
条
辺

	

同			




お
き
く

		


所
望
せ
ん
ひ
し
や
げ
た
窓
の
菊
重

			




六
角
通
堺
町
辺

	

同			




お
ゝ
ぎ

		


浜
荻
は
伊
勢
や
難
波
の
花
く
ら
べ

			




三
条
堺
町
辺

	

同			




お
た
け

		


君
ま
た
ぬ
夜
は
若
竹
の
千
切
か
な

			




蛸
薬
師
室
町
辺

	

同			




お
ま
つ

		


若
み
ど
り
重
井
つ
ゝ
や
水
か
ゝ
み

（
二
オ
）		



姉
小
路
柳
馬
場
辺

	

同			




お
ら
ん

		


菊
の
香
の
水
に
残
る
や
つ
ゝ
井
筒

			




柳
馬
場
押
小
路
辺

	

同			




お
は
ぎ

		


若
萩
の
伊
勢
路
信
濃
や
初
参
宮

			




東
洞
院
押
小
路
辺

	

同			




小
き
く

		


解
か
ゝ
る
越
後
の
春
の
野
菊
哉

			




姉
小
路
小
川
辺

	

同			




お
り
う
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紅
葉
す
る
手
染
（
際
）
う
る
し
や
龍
田
姫

			




新
町
姉
小
路
辺

	

同			




お
ゆ
り

		


鬼
百
合
も
折
〳
〵
花
と
さ
ゝ
や
き
て

			




同
御
池
辺

	

同			




お
ふ
し

		


呉
竹
の
や
し
な
ひ
か
ね
し
藤
か
づ
ら

（
二
ウ
）		



油
小
路
三
条
辺

	

大
極
上
々
吉			




お
つ
た

		


蔦
紅
葉
丹
後
や
丹
波
雲
の
脚

			




東
洞
院
錦
辺

	

同			




お
か
ぢ

		


紅
ゐ
は
西
村
時
雨
か
ぢ
ま
く
ら

			




新
町
御
池
辺

	

同			




小
む
め

		


皆
人
の
ほ
だ
し
と
き
く
や
梅
紅
葉

			




同
町
辺

	

同			




お
な
し

		


暁
を
奪
ふ
桔
梗
や
な
し
の
花

			




烏
丸
通
三
条
辺

	

同			




お
ま
き

		


婚
礼
の
し
ま
だ
い
ま
す
や
牧
の
春

			




同
姉
小
路
辺

	

同			




お
く
り

		


く
り
返
す
越
後
や
加
賀
の
品
定

（
三
オ
）		



同
三
条
辺

	

同			




小
萩

		


江
戸
づ
ま
に
難
波
な
ま
り
や
花
の
萩

			




三
条
油
小
路
辺

	

同			




お
も
と

		


嶋
や
し
ま
日
の
い
づ
る
本
月
の
本

			




六
角
東
洞
院
辺

	

同			




小
さ
ゝ
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ひ
ら
か
な
や
か
た
か
な
形
り
の
小
さ
ゝ
原

			




富
小
路
三
条
辺

	

同			




お
す
き

		


亀
や
靏
間
に
契
り
し
神
の
杉

			




同
辺

	

同			




お
し
い

		


椎
の
実
に
雪
の
越
後
や
新
ま
く
ら

			




同
錦
辺

	

同			




お
よ
ね

		


早
わ
せ
を
乞
ふ
雁
金
や
か
た
を
な
み

（
三
ウ
）                     

富
小
路
錦
辺

      

大
極
上
々
吉                  

お
つ
げ

              

実
播
磨
や
ゑ
の
恋
路
の
告
鴉

			




油
小
路
四
条
辺

	

同			




お
む
く

		


つ
ゝ
井
筒
我
を
ふ
り
む
く
氷
室
鏡

			




富
小
路
三
条
辺

	

同			




お
ふ
き

		


槌
や
紙
袖
ふ
き
返
（
通
）
す
初
紅
葉

			




二
条
油
小
路
辺

	

同			




お
ね
む

		


女
夫
鴉
が
嶋
か
く
れ
け
り
ね
む
の
花

			




同
堀
川
辺

	

同			




小
べ
に

		


春
さ
め
や
小
紅
の
花
の
物
思
ひ

			




西
洞
院
御
池
辺

	

同			




お
は
ぜ

		


逢
ふ
て
逢
ふ
夜
は
つ
ゝ
井
筒
露
時
雨

（
四
オ
）		



三
条
堀
川
辺

	

同			




お
た
け

		


衣
を
脱
く
竹
の
河
内
や
通
ふ
神

			




小
川
三
条
辺

	

同			




お
ま
つ
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暮
を
待
つ
窓
橘
や
他
こ
ゝ
ろ

			




蛸
薬
師
室
町
辺

	

同			




お
は
な

		


睦
言
を
花
と
よ
し
の
や
月
の
眉

			




油
小
路
三
条
辺

	

同			




小
ゆ
り

		


姫
ゆ
り
や
枝
川
崎
の
前
わ
た
り

			




六
角
油
小
路
辺

	

同			




お
ふ
じ

		


も
つ
れ
合
ふ
小
ば
た
の
水
の
花
籬

			




同
堺
町
辺

	

大
極
上
々
吉			




お
ら
ん

		


彼
の
玉
を
こ
め
や
匂
ひ
の
花
衣

【
写
真
版
】

『
一
枚
刷
他
貼
込
帖
（
仮
題
）』
の
蔵
書
印

①②
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（
表
紙
）

（
一
ウ
・
二
オ
）



96

（
二
ウ
・
三
オ
）

（
三
ウ
・
四
オ
）



97

（
裏
表
紙
）

（
注
）

１
，『
山
中
共
古
全
集
一
～
四
』（
日
本
書
誌
学
大
系
46
、
昭
和
六
十
～
六
十
三
年
刊
）。

お
よ
び
岩
波
文
庫
『
砂
払
―
江
戸
小
百
科
―
』（
昭
和
六
十
二
年
刊
、
山
中
共
古
著
、

中
野
三
敏
校
訂
）
解
説
等
参
照
。

２
，『
地
図
に
み
る
京
都
の
歴
史
』（「
京
都
の
歴
史
」
編
纂
会
編　

昭
和
五
十
五
年
刊
）

所
収
「
六　

伝
統
と
文
化
の
都
市
―
京
都
（
天
明
・
文
化
期
を
中
心
に
）」
の
地
図
（
作

図　

森
図
房　

森
三
蔵
）
の
一
部
分
に
加
筆
し
た
。

３
，『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
二
所
収
、「
六
十
九　

京
都
茶
屋
・
旅
籠
屋
有
之
場
所
、

同
茶
屋
敷
な
ら
び
旅
籠
屋
敷
之
事
」（
清
文
堂
史
料
叢
書
第
五　

昭
和
四
十
八
年
刊
）

　
『
か
せ
ん
む
す
め
は
な
く
ら
べ
』
の
写
真
版
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
国
文
学
研
究

資
料
館
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
ご
助
言
を
賜

り
ま
し
た
伊
藤
善
隆
氏
、
武
井
協
三
氏
、
二
叉
淳
氏
、
宮
崎
修
多
氏
に
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。




